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従来技術・製品

課題 解消方法 従来の固体の紫外レーザーは、一般的に固体結晶を半導
体レーザー光で励起し最低2回の波長変換を行い紫外光
を得ている。そのため効率が低く装置が複雑になってい
る。
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従来の紫外レーザーは、最低2回の波長変換を必要とする。今回の技術
は基本波が赤色で、1回の波長変換でUV光に変換する。従来技術より効
率が高く、構成が単純な為、装置が小型化できる。

光造形タイプの3Dプリンタ装置のレーザー光源や、半導体(ウエハ）検査装置のレーザー
光源、フォトルミネッセンス、ラマン分光装置等の励起光源、直接描画装置のレーザー光
源等に活用される。

マッチング先の要望

提携要望分野 提携希望先 マッチングが想定できる業種・企業名

UVレーザーを光学検査装置、光加工機などの装置の光源として使われる装置メーカー
様とのマッチングを希望します。
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従来技術に対する新規性・優位性 想定される活用例

開発製品の技術の概要

①高効率のレーザー共振器構造（特許出願済） 
　318nmのレーザー光は、ファイバーから出る赤色のレーザー光（基本波）を独自の共振器構造を用い紫外光に変換し作らます。高効率・高出力のレーザー光です。 
②高効率の冷却システム（特許出願済） 
ファイバーの温度上昇による出力低下を避けるため高効率な冷却システムを搭載しました。 
③可視光ファイバー光の波長変換 
可視光ファイバーを青色半導体レーザーで励起し、赤色の基本波レーザー光を1回の波長変換で紫外光へ変換するレーザー装置です。世界初の商品化です。

紫外レーザーの大
きさと、効率の課
題

進捗状況 現状の課題

試作品市場調査中 研究開発から試作品の完成と進み、それを製品化する段階にあり、技術移行のための技術者が不足している。

フッ化物ファイバーを用いたシステムを使うことで課
題を解消する。青色半導体レーザーで、フッ化物ファ
イバーを励起し、赤の基本波レーザー光を発振させ
る。1回の波長変換で紫外光に変換するシステムで、
小型で高効率である。

本技術が解消できる現状の課題およびその方法
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